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高温作動を可能とするMg二次電池用電解液
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発表概要

・300 oCまで安定なマグネシウム二次電池用電解液を開発した。

・イオン液体中でMg2+と環状エーテルの配位が維持されることでMg析出が可能となる。

・Mg2+-環状エーテルの１：１配位は熱安定性を高めることが可能。
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背景

ポストリチウムイオン電池としてのMg二次電池

電池のエネルギー密度 ＝ 作動電圧 × 電気容量
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×

△
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○

×

○

表 負極材料の比較

リチウムイオン電池
の負極

Mg金属を負極に用いることで、リチウムイオン電池をはるかに上回る
高エネルギー密度を有する新しい二次電池（Mg二次電池）が開発できる

Mg電池用電解液の課題

Grignard試薬などをは
電池材料としての性能を持たない

Mgの溶解

Mgの析出

電解液の分解

1.5 V

エネルギー密度= 電池容量 × 作動電圧

Li金属 2000 mAh cm-3 3.6 V以上

Mg金属 4000 mAh cm-3 1.2 V

2倍 1/3 倍

Grignard試薬

イオン伝導率
（S cm1） 耐酸化性 安定性

105 2 V以下 ×

開発品 103 3.5 V以上 ○

これまでの取り組み
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環状エーテルを用いた新規電解液の開発

Mg2+-18C6の配位によって析出溶解を達成
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本研究の目標

耐熱性に優れた電解液を開発することで、
Mg二次電池の高温作動を可能とする

マグネシウム二次電池の反応

正極
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室温ではマグネシウム電池の反応は余分な電圧が必要
（十分な電圧が得られない）

100 oC
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可逆性が大きく
改善

Mg二次電池は高温
作動が好ましい

高温でも安定な電解液が必要！

結果および考察
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Fig. XRD of Pt after potential holding of -4 V.

XRD SEM

析出せず

Mg析出

Mg溶解

Mg2+と18C6を配位させることで、
イオン液体中でもMg析出溶解が可能
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Mg2+に配位した18C6は
熱安定性に優れる
→すべての18C6をMg2+に
配位させれば高温作動可能？

Mg(TFSA)2:18C6:PP13TFSA 
= 1:1:5(mol)
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300 oCでも安定な電解液
→Mg二次電池の高温作動に期待
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グライム（直鎖エーテル）では熱安定性能向上は得られない
→環状エーテル特有の挙動！


